第31回　施設処遇検討会議　議事録　H24.１.23

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山欣也・須々田珠実・馬渕豊子・小笠原嘉紀

木村春子・上平ユリ子・中村文洋・中岫かなえ

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：長谷部S.G.M・小坂和子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：上平　ユリ子
議題

１：大下良悦様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：小笠原富治様（青風荘入所者様）の処遇について

１：大下良悦様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

＜問題点・介入方法＞

①金銭管理（小遣い管理）
<金銭管理・使用使途>

・継続して小遣い帳をつけていき、金銭の使い道を本人と一緒に把握し、必要であれば小遣い帳の記載方法をその都度説明する。

・本人の状態を見ながら（服薬調整後を目安として）、小遣いだけでなく通帳による金銭管理への移行を検討していく。

・貯金が溜まってきていることを繰り返し説明し、過度な節約意識の軽減を図っていく。

②余暇支援（ＱＯＬの維持・向上に）

<食事面>

・外食や惣菜などと給食サービスの経費を説明し、定期的に本人の食べたいものを食べる事ができるように本人と面談などを通して、本人のニーズを確認していく。

・定期的に外食をする機会を設けていく。（行事で外出をした際の弁当の購入など）

<作業面>

・休日などを利用して本人と一緒に、プラモデルの作成を行っていく。（精密なため、本人のサポートも行いながら、時間がかかっても本人主体で作成を行なっていく）

・作業の集中しすぎたり、疲労感が残らないように適宜声かけを行っていく。

③健康管理
・現在、チェックシートを活用し、服薬を行っている。飲み忘れはなく、経過している。変化があった場合には、必要に応じて外来へ情報提供を行い外来と連携を図っていく。

・デイケアなどのプログラムを無理せずこなすことを繰り返し説明し、加齢による身体機能の低下を予防していく。

＜評価＞

グループホームへの入所を想定し生活訓練を実施しているが、これ以上のＡＤＬ向上は難しいが、身守り支援がある中ではきちんと生活できている為、退所後は見守りのある施設、青風荘を視野に入れて入所確保していく。

生活範囲が狭い為、買物に出掛けたり、映画を観たりなど社会資源を利用し楽しみの範囲を広げていく。

２：小笠原富治様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点・介入方法＞

①体調管理　胃潰瘍の再発防止･腰痛・食事の詰め込み・身体機能の衰え

○胃潰瘍について

・食事摂取量や体重減少の確認をしていく。体調について、様子確認や見守りを行っていく。

・かかりつけの八戸赤十字病院消化器科で定期受診・検査にて経過を観察していく。

○腰痛・身体機能について

・定期的な面談や声掛けから、腰痛等の状態確認を行っていく。

・床や椅子への座り方によっては、腰に負担が大きく掛かってしまうことを説明、負担が掛かりにくい姿勢や、腰痛体操等情報提供していく。

・高齢による身体機能の衰えを考慮して、健康プログラムでは、ストレッチ等の無理をせずに動ける運動を促していく。

○食事について

・口一杯に詰め込んで咽こんで食べる為、危険であることを説明するともに、見守りを行っていく。

2 余暇活動の拡大　今ある興味に関する情報提供　関心がある物事を引き出す

・興味を持っている映画に関する新作情報や、ほかにも興味を持ちそうな話題を提供し、興味の拡大を図る。

・定期的に面談を行って、気になる事や関心ある事の引き出しを行っていく。

・目的に合わせた公共施設の利用が出来るよう援助を行っていく。（例　図書館での本の閲覧・借用、美術館等）

・小グループを組んで他者との交流の機会や外出等の機会を多く設定し、コミュニケーション技術も視野に入れながら生活の幅を広げられるよう支援していく。

・本人の能力を見極めながら出来る所からの目標設定を行い、達成できた喜びを持ちながら生活によりハリと広がりを持ってもらう。

＜評価＞

食事の際は詰め込み過ぎの喉詰まりの危険性が高い為、十分気をつけて支援、見守りしていく

現状維持に努め残存機能を維持できるよう細やかな支援していく。

本人の楽しみにしている、買物や映画鑑賞、美術観賞等へ出掛け余暇の充実を図っていく。

